
使用にあたっての注意

　この家族症候チェックリストは，家族同心球環境理論における家族症候学を基盤とし，家族症

候名とその判定状態を参考にすることで家族症候診断を支援するツールです．家族症候は，主観

的かつ客観的な家族データにもとづき，看護職者が総合的に査定した家族の困難状態（問題・課題・

困難・苦悩）であり，家族の困難状態を複数の看護職者で共通認識するための共通言語です．

　家族症候は，21 の主要家族症候群（大分類）で構造化され，それぞれが家族症候分類コード（小

分類）に細分化されています．家族症候分類コードには 62 の家族症候があり，それぞれの判定

状態を参考にして，系統的かつ効果的な家族症候診断を可能にします．なお，家族症候は 4桁の

家族症候分類コードで表され，前半の 2 桁は主要家族症候群です．また，変化形・派生形・追加

形を用意してありますので，家族症候名の変更，新しい家族症候名の追加ができます．

　本書は，主要家族症候群，家族症候分類コード，判定状態の一覧です．家族症候チェックリス

トをお使いになる前に，別途用意してあるアセスメントガイドを熟読してください．
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主要家族症候群
（分類コードの前半の 2桁）

家族症候分類コード（4桁） 判定状態

□ FSS-01．
家族の経済危機・破綻

□ FSS-0101．家族の収支不均
衡による経済危機・破綻

家族の収支不均衡によって経済的困窮に陥
り，家族に必要な生活物資が不足している
状態

□ FSS-0102．家族の財産の喪
失による経済危機・破綻

家族の財産の喪失によって経済的困窮に陥
り，家族に必要な生活物資が不足している
状態

□ FSS-02．
家族の成長に伴う発達力不足

□ FSS-0201．家族の成長の上
向的変化に対する家族の発達力
不足

家族員の増員に連動して，家族員に求めら
れる役割の変動ができていない状態

□ FSS-0202．家族の成長の下
向的変化に対する家族の発達力
不足

家族員の減員に連動して，家族員に求めら
れる役割の変動ができていない状態

□ FSS-03．
家族の成長に伴う家族形成の困
難

□ FSS-0301．家族規模の変化
に伴う家族形成の困難

家族規模の変化を認識・受容できず，家族
を形成（あるいは再形成）することが困難
な状態

□ FSS-0302．家族構成の変化
に伴う家族形成の困難

家族構成の変化を認識・受容できず，家族
を形成（あるいは再形成）することが困難
な状態

□ FSS-04．
家族の勢力構造の歪曲

□ FSS-0401．家族の独裁的な
勢力構造の存在

特定の家族員の影響力が支配的であり，家
族がそれに従わざるを得ない状態

□ FSS-0402．家族の勢力構造
の編成不調

家族の勢力構造の変化に直面し，家族が勢
力構造を柔軟に編成させることができてい
ない状態

□ FSS-05．
家族の役割構造の不具合（瑕

か

疵
し

）

□ FSS-0501．家族員の役割の
曖昧化

各家族員が担う役割が曖昧になっていて，
適切な役割行為が履行できない状態

□ FSS-0502．家族員の役割葛
藤の発生

家族員が担う複数の役割が両立できないた
めに，葛藤が発生している状態

□ FSS-0503．不適切な家族員
の役割分担

各家族員が担う役割や負担量が不適切な状
態

□ FSS-0504．家族員の役割間
の連携欠如

各家族員が担う役割の連携がとれていない
状態

□ FSS-0505．家族員間での役
割期待の乖離

家族がある家族員に期待している役割をそ
の家族員が履行できていない状態

□ FSS-06．
家族の社会規範からの逸脱

□ FSS-0601．ファミリーバイ
オレンス（家族内暴力）の発生

家族内でファミリーバイオレンス（ドメス
ティックバイオレンス，こども虐待，高齢
者虐待など）が発生している状態

□ FSS-0602．自傷行為・自殺
企図・自殺をした家族員の発生

家族内で自傷行為・自殺企図・自殺が発生
している状態



主要家族症候群
（分類コードの前半の 2桁）

家族症候分類コード（4桁） 判定状態

□ FSS-07．
家族のスピリチュアルサッファ
リング

□ FSS-0701．関係存在に苦し
む家族員による家族のサッファ
リング

他者から得られる自己の存在が消滅して苦
しむ家族員に対して，家族が対応方法を見
出せずに苦悩している状態

□ FSS-0702．自律存在に苦し
む家族員による家族のサッファ
リング

自己決定できる自己の存在が消滅して苦し
む家族員に対して，家族が対応方法を見出
せずに苦悩している状態

□ FSS-0703．時間存在に苦し
む家族員による家族のサッファ
リング

将来への希望・目標が消滅して苦しむ家族
員に対して，家族が対応方法を見出せずに
苦悩している状態

□ FSS-0704．家族スピリチュ
アリティの低下

超越次元で家族の存在意義が希薄になって
いる状態，家族の目的や目標を喪失したり，
揺らいでいる状態

□ FSS-08．
家族のソーシャルサポートの未
充足

□ FSS-0801．家族のソーシャ
ルサポートの遮断

家族が必要なソーシャルサポートを受けら
れていない状態

□ FSS-0802．家族のソーシャ
ルサポートの非効果的活用

家族がソーシャルサポートを効果的に活用
できていない状態

□FSS-0803．家族に適したソー
シャルサポートの不在

家族に適したソーシャルサポートが存在し
ない状態

□ FSS-09．
家族コンコーダンスの未達成

□ FSS-0901．家族と看護職者
とのパートナーシップの未形成

家族と看護職者とが協働できず，家族が問
題や課題への行為方針が決められない状態

□ FSS-0902．家族の困難状態
（問題・課題・困難・苦悩）への
怠惰な取り組み

家族が困難状態（問題・課題・困難・苦悩）
に真摯に取り組んでいない状態

□ FSS-0903．家族の困難状態
（問題・課題・困難・苦悩）への
取り組みの家族外部環境への依
存

家族が困難状態（問題・課題・困難・苦悩）
への取り組みを家族外部環境に委ねている
状態

□ FSS-0904．家族の困難状態
（問題・課題・困難・苦悩）への
取り組みの放棄

家族が困難状態（問題・課題・困難・苦悩）
への取り組みを放棄している状態

□ FSS-10．
家族レジリエンスの発達不足

□ FSS-1001．家族問題現象が
ある中での家族の非建設的な思
考

問題現象にさらされた家族がイベントに対
する非建設的な思考をもつために，家族機
能を向上できない状態

□ FSS-1002．家族問題現象が
ある中での家族の協同関係形成
困難

問題現象にさらされた家族が互いに支え合
うことができず，家族機能を向上できない
状態

□ FSS-1003．家族問題現象が
ある中での家族の現実逃避

問題現象にさらされた家族が現実の状況を
受容できず，家族機能を向上できない状態



主要家族症候群
（分類コードの前半の 2桁）

家族症候分類コード（4桁） 判定状態

□ FSS-11．
家族内の対人関係障害

□ FSS-1101．家族員間の表出
的関係の不健全

家族員間の表出的関係（情緒的関係）が希
薄，密着，消失している状態

□ FSS-1102．家族員間の手段
的関係の障害

家族員間の手段的関係（相互協力的関係）
が構築・維持できていない状態

□ FSS-12．
家族インターフェイス膜の調節
の不調

□FSS-1201．家族インターフェ
イス膜の選択性の障害

家族のデマンズ／ニーズを満たす家族資源
が分別できず，家族システムユニットと家
族外部環境との交互作用が不調になってい
る状態

□FSS-1202．家族インターフェ
イス膜の透過性の障害

家族インターフェイス膜の透過性が異常亢
進／異常低下することで，家族システムユ
ニットと家族外部環境とが依存関係／孤立
関係になっている状態

□ FSS-1203．不明瞭な家族イ
ンターフェイス膜の存在

家族システムユニットの範囲が不明瞭なた
め，家族アイデンティティが揺らいでいる
状態

□ FSS-1204．家族と医療職者
とのインターフェイス膜の調節
の不調

家族と医療職者間のインターフェイス膜の
調節ができていないために，家族が医療職
者を活用できていない状態

□ FSS-1205．家族環境の変調
への不適応・不順応

家族内部環境・家族外部環境の変調に対し
て家族インターフェイス膜が調整できず，
家族がその変調した環境に適応・順応でき
ずにいる状態

□ FSS-13．
家族の看護職者との脆弱な信頼
関係

□ FSS-1301．看護職者に対す
る不満や不信感の増幅

家族に看護職者に対する不満や不信感が出
現・増幅し，看護職者との信頼関係が構築，
維持できていない状態

□ FSS-1302．過去のトラウマ
による看護職者に対する不信感
の存在

看護職者との不信経験がトラウマとなり，
看護職者に対して強固な不信感をもってい
る状態

□ FSS-14．
イベントに対する不適応反応を
生じる家族ビリーフの存在

□ FSS-1401．イベントに対す
る不適応な感情を生じる家族ビ
リーフの存在

ある特定のイベントに対して，家族員の不
適応な感情を生じさせる家族ビリーフが存
在している状態

□ FSS-1402．イベントに対す
る不適応な行為を生じる家族ビ
リーフの存在

ある特定のイベントに対して，家族員の不
適応な行為を生じさせる家族ビリーフが存
在している状態

□ FSS-1403．イベントに対す
る不適応な身体反応を生じる家
族ビリーフの存在

ある特定のイベントに対して，家族員の不
適応な身体反応を生じさせる家族ビリーフ
が存在している状態



主要家族症候群
（分類コードの前半の 2桁）

家族症候分類コード（4桁） 判定状態

□ FSS-15．
家族の健康セルフケア力の発揮
困難

□ FSS-1501．家族員の健康状
態に対する家族の認識不足

家族が家族員の健康状態を認識できず，健
康セルフケアを遂行できない状態

□ FSS-1502．健康セルフケア
を完遂する家族の能力不足

家族の健康セルフケアを完遂する能力が不
足しているために，健康セルフケアを遂行
できていない状態

□ FSS-1503．家族の健康セル
フケア力の抑制

家族の健康セルフケア力はあるが，その能
力が抑制されて発揮できていない状態

□ FSS-16．
家族の意思決定過程の不調

□ FSS-1601．家族の意思決定
上の葛藤

家族の意思を決定するうえで，家族員間あ
るいは家族員内に葛藤が生じている状態

□ FSS-1602．家族の意思決定
力の不足

家族が選択肢のなかから最適なものを選ぶ
力が不足しているために，意思決定までに
至っていない状態

□ FSS-1603．家族の不適切な
意思決定

家族が意思決定をしたが，その意思決定が
客観的に適切ではない状態

□ FSS-1604．家族の意思決定
後の葛藤

家族が意思決定をしたが，その意思決定に
ついて家族員間あるいは家族員内に葛藤が
生じている状態

□ FSS-17．
家族の合意形成困難

□ FSS-1701．家族員ビリーフ
に起因する意見対立

対極的な家族員ビリーフを各家族員が抱い
ているために，家族内で意見が対立してい
る状態

□ FSS-1702．家族内の合意形
成過程の不調

家族員が相互の意見に納得・了解できず，
柔軟に対応できないために家族内で合意形
成過程が不調にある状態

□ FSS-1703．合意不成立に起
因する家族の問題現象の発生

家族内で合意形成ができなかったことが起
因して，家族の問題現象が発生している状
態

□ FSS-18．
家族内コミュニケーションの障
害

□FSS-1801．家族内でのコミュ
ニケーション環境の未整備

家族員間でメッセージを共有する意思がな
く，家族でコミュニケーションが取れる環
境が整備されていない状態

□ FSS-1802．相互的コミュニ
ケーションの不調

メッセージを伝える能力や聞く能力が不
足・欠如している家族員がいることで，円
滑な意思疎通ができていない状態

□ FSS-1803．悪循環な家族内
コミュニケーションパターンの
存在

家族内に批判的・攻撃的なコミュニケー
ションパターンが循環しており，建設的な
コミュニケーションが成立していない状態

□FSS-1804．家族内でのコミュ
ニケーションの回避

家族が向き合いたくない話題に関するコ
ミュニケーションを回避している状態



主要家族症候群
（分類コードの前半の 2桁）

家族症候分類コード（4桁） 判定状態

□ FSS-19．
家族像の実現困難

□ FSS-1901．理想の家族像と
現実の家族像の乖離による家族
の苦悩

家族がイベントに直面することによって理
想・希望の家族像あるいは現実の家族像が
変化し，両者が乖離している実態に家族が
苦悩している状態

□ FSS-1902．理想の家族像の
喪失

家族がイベントに直面して家族の目的・目
標を喪失し，新たに理想・希望の家族像を
創造していけない状態

□ FSS-1903．現実の家族像の
制御困難

理想・希望の家族像と現実の家族像が乖離
している家族が，理想の家族像に近づける
ために現実の家族像をコントロールしてい
けない状態

□ FSS-20．
家族システムユニットストレス
の過剰負荷

□ FSS-2001．家族システムユ
ニットストレスに起因する健康
障害の発生

家族システムユニットストレスによって，
家族員に心身の障害が生じている状態

□ FSS-2002．家族システムユ
ニットストレスによる家族のス
トレス耐性力の低下

家族システムユニットストレスに家族が対
処できない状態

□ FSS-21．
家族ニーズの未充足

□ FSS-2101．家族デマンズの
未充足

家族員が共有する家族デマンズが叶えられ
ていない状態

□ FSS-2102．家族ウォンツの
特定困難

家族ニーズが存在するが，それを満たすた
めの家族ウォンツが特定できない状態

□ FSS-22．
変化形・派生形・追加形



主要家族症候群
（分類コードの前半の 2桁）

家族症候分類コード（4桁） 判定状態
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